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平成３０年度の取組内容

① ヒアリング調査による技術ニーズや課題の抽出、新技術導入上の課題等
の把握 （資料４‐１）

② 各種会議の提案議題における技術的課題の収集・分析（資料４‐１）

③ 自治体への情報共有方法としてB‐DASH技術のカタログを作成 【報告】

④ 要求性能および需要量調査（資料４‐３）

⑤ ロードマップ進捗確認作業（資料４‐４）
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※エネルギー分科会に関する内容は資料６参照
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③B‐DASHカタログ

カタログ作成の背景
活動の柱④「国などの技術情報の共有（グローバルとローカルの架け橋(1)）」の

一環。

昨年度のヒアリング調査により、新技術導入上の課題として、新技術の情報不足
が課題としてあげられた。

今年度のヒアリング調査において、B‐DASHガイドラインは情報量が過多であり、
概要版のようなものへの要望があった。

新技術の導入検討を考えている方（主に自治体）を対象としてカタログを作成した。

カタログ記載内容
技術概要

導入条件

導入効果

留意点

導入事例

導入自治体の声

技術の問い合わせ先 等
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③B‐DASHカタログ（参考資料２参照）

カタログのレイアウトについて


